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訪
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皓
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郎
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島
 

功
 
 

◇
日

 
時

；
平

成
２

８
年

０
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月
１
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日
( 木

)  
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～
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◇
面

談
者

；
逆

井
( さ

か
さ

い
)  

敦
・

所
長
 

◇
面

談
内

容
 

 
 

・
逆

井
 

敦
氏

は
、

本
年

８
月

に
副

所
長

か
ら

所
長

に
昇

格
後

の
表

敬
訪

問
並

び

に
鋼

管
杭

「
く

い
丸

」
６

０
本

の
行

仙
宿

荷
上

げ
寄

贈
の

お
礼

と
「

く
い

丸
」

を
使

っ
た

旧
逓

信
道
( 電

源
鉄

塔
巡

視
路
) の

全
長

復
旧

・
改

修
作

業
報

告
( 行

事

報
告

書
提

出
) を

し
た

。
鉄

塔
巡

視
路

改
修

の
御

礼
の

言
葉

を
頂

い
た

。
 

 
 

・
行

仙
宿

登
山

口
か

ら
浦

向
道

分
岐

迄
モ

ノ
レ

ー
ル

を
設

置
し

た
の

で
、

巡
視

や

定
期

寄
贈

品
( 缶

パ
ン
+
飲

料
水
+
木

炭
+
ガ

ス
カ

ー
ト

リ
ッ

ジ
缶
) 荷

上
げ

時
に

モ
ノ

レ
ー

ル
使

用
可

を
伝

え
た

。
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０
月

１
３

日
に

寄
贈

品
荷

上
げ

予
定

で
あ

り
、

そ
の

折
に

モ
ノ

レ
ー

ル
運

転

手
順

を
教

え
る

こ
と

に
し

た
。
 

・
木

炭
使

用
の

機
会

が
減

り
、

木
炭

を
ガ

ス
カ

ー
ト

リ
ッ

ジ
缶

に
変

更
の

お
願

い

を
し

て
了

承
を

頂
い

た
。
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山
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◇
議

 
 

事
 

一
、

開
会

挨
拶

 
 

総
本

山
金

峯
山

寺
・

管
領

；
五

條
良

知
 
 

地
域

振
興

部
文

化
資

源
活

用
課

；
谷

垣
裕

子
課

長
 

 

二
、

講
 

演
 

「
吉

野
熊

野
国

立
公

園
と

そ
の

取
組

み
」
 

環
境

省
・

吉
野

自
然

保
護

官
事

務
所

 
菅

野
康

祐
保

護
官

 
 

 
 
 

・
本

年
９

月
に

「
や

ん
ば

る
」

国
立

公
園

が
誕

生
し

計
３

３
箇

所
に

な
っ

た
。
 

( 資
料

Ⅰ
；

日
本

の
国

立
公

園
) 

・
公

園
計

画
の

考
え

方
は

、
土

地
の

自
然

の
状

態
や

使
わ

れ
方

に
よ

っ
て

、
特

別

保
護

地
区

、
第

一
種

、
第

二
種

、
第

三
種

特
別

地
域

、
普
通

地
域

に
分
け

て
い

る
。
国

立
公

園
の

保
護
( 自

然
を

保
護
す

る
た
め

の
取

組
み
) と
利

用
( 自

然
と

の

ふ
れ

あ
い
) の

活
動

を
支
援

し
て

い
る

が
、

国
立

公
園

を
支

え
る
人

た
ち

と
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

が
必
要

で
あ

る
。
 

・
吉

野
熊

野
国

立
公

園
は

、
山山 山山
( 大

峯
山
系
・
大
台
ヶ
原
) 、

川川 川川
( 熊

野
川
・
北

山
川

・

大
杉

谷
) 、

海海 海海
( 尾
鷲

か
ら
南

部
迄

の
海
岸
) と
繋

が
っ

た
特
色

の
国

立
公

園
で

あ

る
。

 
 

 
 

 
( 資

料
Ⅱ

；
 
吉

野
熊

野
国

立
公

園
) 

・
取

組
の

一
環

と
し

て
、
大
台
ヶ
原

山
で

の
鹿

の
捕
殺
(4
0
数
頭
→
7
頭
/1

平
方

㎞
に

減
少
) 、
鹿
除
け
ネ

ッ
ト
張

り
、
八
経
ヶ
岳

の
オ
オ
ヤ
マ

レ
ン
ゲ

保
護
ネ

ッ
ト

の
効
果
有

り
。
今

年
、
大

普
賢

の
オ
オ
ヤ
マ

レ
ン
ゲ

に
保

護
ネ

ッ
ト

設
置

。

等
の

報
告

が
あ

っ
た

。
 

今
後
共

、
皆
様

の
支
援

・
協
力

を
得

て
自

然
保

護
・

復
元

に
努
め

い
き
ま
す

。
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、

議
事

事
項
 

①
 

出
席

者
自
己
紹
介

 
 
( 資

料
Ⅲ

；
参

加
者
名
簿

参
照
) 

②
 

保
全

・
整
備

・
活

用
等

に
関
す

る
情

報
交
換
 

 
・
大

日
岳

の
鎖

場
で

行
を

し
て

い
る

と
、
一
般

登
山

者
が

後
か

ら
登

っ
て
来

て
、

下
山

路
は
ど

こ
か

と
聞

い
て
き

た
。
自
己
責
任

と
い
う

が
、
素
人

の
一
般

登

山
者

が
安
易

に
登

る
と
危
険

を
感
じ

た
と

の
昨

年
の

提
起

に
対

し
て

、
「
大

日
岳

の
鎖

場
を

登
頂
す

る
場
合

は
自
己
責
任

で
登

る
等

」
の
注
意
喚
起
標
識

が
設

置
さ

れ
た

が
、

分
岐
標
識

に
も
標
識
板

を
増

や
す

こ
と

に
な

っ
た

。
 

注
意
喚
起

文
言

は
、
再
度

修
験

教
団

に
一
任

し
て

、
県

と
担
当

自
治
体

で
設

置
す

る
事

に
な

っ
た

。
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